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７

水
の
惑
星
と
生
命
現
象
、
そ
し
て

惑
星
間
移
住
の
可
能
性

宇
宙
生
命
哲
学
者

伊
藤　

俊
洋

　

日
本
の
月
探
査
機
「SLIM

 (Sm
art Lander for Investigating M

oon)

」
が
、
２
０
２
４
年
１
月
20
日
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
で
月
面
の
予
定
位
置
に
着
陸
し
、
精
度
の
高
さ
に
目
を
見
張
っ
た
。
月
面
は
サ
ラ
サ
ラ
に
乾
燥
し
て
い

る
よ
う
で
、
生
命
が
定
着
す
る
の
は
難
し
そ
う
だ
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
、
高
精
度
着
陸
技
術
を
小
型

探
査
機
で
実
証
す
る
こ
と
で
、
将
来
の
太
陽
系
科
学
探
査
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
技
術
と
言
え
る
。
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
、
こ
の
先
、N

ASA

の
ア
ル
テ
ミ
ス
計
画
に
も
つ
な
が
り
、
火
星
へ
の
探
査
、
着
陸
、
移
住
へ
と
続
い
て
い
る
。

世
界
は
今
、
メ
デ
ィ
ア
も
含
め
て
、
宇
宙
開
発
、
宇
宙
旅
行
、
惑
星
間
移
住
な
ど
、
宇
宙
ロ
マ
ン
の
熱
に
浮
か
さ

れ
た
状
態
に
あ
る
。
地
球
温
暖
化
か
ら
地
球
沸
騰
と
表
現
が
変
わ
る
く
ら
い
に
、
地
球
環
境
の
悪
化
は
エ
ス
カ
レ
ー

ト
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
防
ご
う
と
す
る
よ
り
も
、
す
で
に
現
状
の
地
球
に
見
切
り
を
つ
け
て
、

地
球
外
に
安
住
の
地
を
求
め
る
向
き
も
散
見
さ
れ
る
。
今
回
は
こ
の
判
断
の
誤
り
を
正
し
て
み
た
い
。

　

地
球
の
表
面
の
70
％
は
海

で
、
平
均
の
深
さ
は
、
お
よ
そ

３
７
０
０
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
地

球
規
模
で
み
る
と
、
海
水
表
面
は

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
温
め
ら
れ
、

水
は
水
蒸
気
と
な
っ
て
大
気
中
に

拡
散
し
、
雲
と
な
り
雨
と
な
っ
て

大
地
を
潤
し
、
川
と
な
っ
て
海
に

流
れ
下
り
大
き
な
循
環
系
に
な
っ

て
い
る
。
地
球
上
の
大
半
の
生
物

の
体
内
に
は
、
体
重
の
70
％
を
超

え
る
水
が
含
ま
れ
て
い
る
。
植
物

が
根
か
ら
吸
い
上
げ
た
り
、
樹
皮

や
葉
、
動
物
の
皮
膚
を
介
し
て
空

気
中
の
水
蒸
気
と
繋
が
っ
て
い

る
。
大
気
中
の
水
蒸
気
は
、
全
て

の
生
物
の
組
織
の
表
面
に
、
適
度

な
湿
気
を
与
え
、
乾
燥
を
防
ぎ
、

生
命
現
象
の
保
持
に
役
立
っ
て
い

る
。
換
言
す
れ
ば
、
地
球
は
、
大

洋
、
大
地
、
大
気
に
加
え
て
、
全

て
の
生
物
体
を
含
め
て
、
水
と
い

う
物
質
で
繋
が
る
水
の
惑
星
で
あ

り
、「
高
次
元
巨
大
環
境
生
命
体
」

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

液
体
の
水
が
気
体
の
水
蒸
気
に

な
る
時
に
は
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
必
要
と
す
る
。
逆
に
、
水
蒸
気

が
雨
に
な
る
時
に
は
、
大
量
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
放
出
す
る
。
水
が
凍

結
し
た
り
融
解
す
る
時
に
も
同
様

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
化
が
あ
る
。

地
球
全
体
と
し
て
考
え
る
と
、
大

量
の
水
が
固
体
・
液
体
・
気
体

の
変
化
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
出
入
り
が
生

じ
て
、
地
球
の
温
度
は
生
物
が
生

き
て
行
け
る
範
囲
に
保
た
れ
て
い

る
。
一
方
、
地
球
上
で
、
生
命
体

を
形
造
り
、
生
命
現
象
を
継
続
す

る
た
め
に
必
須
の
成
分
で
あ
る
二

酸
化
炭
素
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
と

し
て
の
特
性
も
持
ち
、
地
球
の
気

温
を
保
つ
た
め
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、
二
酸

化
炭
素
は
、
水
の
よ
う
な
状
態
の

変
化
を
起
こ
さ
な
い
の
で
、
二
酸

化
炭
素
濃
度
の
過
度
な
上
昇
が
、

温
室
効
果
に
よ
る
地
球
温
暖
化
を

引
き
起
こ
し
、
結
果
的
に
異
常
気

象
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、植
物
は
、光
合
成
に
よ
っ

て
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
を
同
化

し
て
、
様
々
な
有
機
化
合
物
（
動

物
に
と
っ
て
重
要
な
栄
養
素
）
を

合
成
す
る
。
そ
の
と
き
に
、
水
を

分
解
し
て
酸
素
を
空
気
中
に
放
出

す
る
。
酸
素
は
、
動
物
に
と
っ
て

最
も
重
要
な
物
質
の
一
つ
で
、
人

類
は
酸
素
が
な
け
れ
ば
即
死
し
て

し
ま
う
。
植
物
は
、
二
酸
化
炭
素

と
水
を
使
っ
て
酸
素
と
栄
養
素
を

作
り
出
す
と
い
う
、
動
物
に
と
っ

て
極
め
て
重
要
な
仕
事
を
し
て
く

れ
て
い
る
。

　

人
類
が
移
住
す
る
天
体
に
は
、

少
な
く
と
も
広
大
な
海
と
、
繁
茂

す
る
植
物
群
落
が
必
要
で
あ
る
。

地
球
上
で
、
80
億
人
の
人
類
が
誰

ひ
と
り
取
り
残
す
こ
と
な
く
安
定

し
て
暮
ら
し
て
行
く
た
め
に
立
て

た
目
標
で
あ
るSD

G
s

を
懸
命
に

進
め
る
こ
と
さ
え
ま
ま
な
ら
な
い

中
で
、
海
や
植
物
群
落
の
全
く
な

い
月
や
火
星
に
移
住
し
よ
う
と
す

る
計
画
は
本
末
転
倒
で
は
な
い
か

と
思
う
。
科
学
的
な
目
的
で
宇
宙

探
査
に
限
ら
れ
た
予
算
を
使
う
こ

と
は
許
さ
れ
る
が
、
本
命
は
あ
く

ま
で
地
球
環
境
の
保
全
に
力
を
注

ぐ
べ
き
で
あ
る
。
人
類
に
は
地
球

に
対
し
て
知
恵
を
絞
っ
て
、
や
る

べ
き
こ
と
は
ま
だ
沢
山
あ
る
筈
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
限
り
な

く
地
球
環
境
を
破
壊
し
、
人
類
を

分
断
す
る
戦
争
は
、
即
刻
止
め
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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時節講演会のご案内
我々は何処から来たのか、今何処にいるのか、 

そして、これから何処にゆくのか？ 

第一部：宇宙・生命・文明の起源と進化 
第二部：人生は、素敵な地球人になる終わりのない練習である 
講師：伊藤俊洋 （相模原市橋本倫理法人会主催） 
2024 年 3月 15日（金）午後 5 時 45 分〜 9 時（懇親会あり） 
会場：相模原市民会館第一大会議室（３階） 
参加費：2000 円（懇親会費 1000 円含む） 
申し込み先ファックス：045-315-2434（先着 150 名） 
問い合わせ先：090-9687-0207( 伊藤俊洋）
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